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右の写真は、情報委員会が発行し階段の掲示板に貼

っている『ほなみタイムズ』という壁新聞の記事で

す。読み手を惹きつける見出しのセンスの良さもあり

特にこの記事が目にとまりました。コロナ禍の学校閉

鎖の期間に頑張ったことについて、全校アンケートを

実施したという記事です。私などは、学校閉鎖で我慢

したことやできなかったことに目を向けがちです。と

ころがこの記事を書いたミニ記者は、「２ヶ月も学校

閉鎖があったのだから、その間にできるようになった

ことが増えたのではないか」と考えているのです。こ

のポジティブな見方が、とてもステキに思えました。

私は、この問いかけを是非自分にも向けたいと思いま

した。更に「コロナ禍の体験から学校は、何を学んで 

何ができるようになったの？」と、問いかけられてい

るようにも思えました。以前に「逆境こそ 学び時」

と教えられたことがあります。自分が進むのに障害と

なる何かが立ちはだかっているからこそ、知恵を使

い、努力し、それを乗り越えなければなりません。それこそが、自分を高めるチャン

スなのだということです。「コロナのせいで、何もできない」と、挑戦しない言い訳を

していては、前に進めないと改めて思いました。 

この記事は「新しいことにチャレンジした人が多かったです」と結ばれています。

閉鎖期間の頑張りに目を向けたこのミニ記者たちもみごとですが、学校に行けない

間、いろいろなことに取り組んだチャレンジャーがたくさんいたということを知り、

本当にうれしく思いました。 

学校も、運動会ができずに新たに『スポーツフェスティバル』を立ち上げました。

その結果、課題もありましたが、たてわり班でチャレンジ活動に取り組むことの良さ

を発見できました。中止にしてしまったら何も学べませんでしたが、挑戦したからこ

そ、来年度につながる貴重な体験ができたのだと思っています。 

まだまだ、コロナ禍の影響は続きそうです。この年の瀬には、いろんな場面での自

粛が求められています。でも、「コロナのせいで楽しくない」と嘆くのではなく、昔な

がらのお正月体験にチャレンジしてみるなど、自分の年末年始は、自分で楽しくする

んだ、そんな前向きさが発揮できるようにしたいと思いました。 
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【１月の学校行事・ＰＴＡ活動・地域行事】 
１２月２５日（金）～ 1 月５日（火）年末・年始休業  

  １月 ６日（水） 始業式   給食無し 

１２日（火） 音楽朝会 

   １３日（水）市小学校研修会 （14;00 下校） 

   １９日（火）２年雪上教室（山形市少年自然の家） 

   ２０日（水）6 年スキー教室（蔵王） 

   ２２日（金）１年雪上教室（山形市少年自然の家） 

   ２５日（月）５年スキー教室（蔵王） 

   ２8 日（木）学校評議員会 

   ２９日（金）学習参観・懇談会 

    １４日（木）～２９日（金）校内書き初め展 

 

※12 月 2９日（火）から 1 月３日（日）までは、閉校日となります。 

緊急の場合は、下記アドレスあてメールでお願いします。 

 アドレス：kinkyu@kanai-e.ymgt.ed.jp（対応：教頭） 

学校からの急な連絡は、緊急連絡メールを活用します。 

 学校からのメール受信に不具合のある方は、ご連絡ください。 

今今年度最後の授業参観と懇談
会となります。できるだけ開催

したいと考えておりますが、コ

ロナ禍の状況によっては、中止

になることもあります。 

その他の行事等についても、

急遽、変更や中止になる場合が

あります。 

先日の全校朝会で「SDGs」につい話しました。SDGｓは、2015 年の国連サミットで採

択されたものです。将来までずっと、人間が幸せに地球に住み続けるために、みんなで

取り組まなくてはならない「世界共通の課題」なのだそうです。目標達成時期は 2030年

とされています。 

小学校では、どんな取り組みが考えられるのでしょうか。例えば、社会科の食料自給

率から「貧困」「海洋資源」「陸上資源」につないで学ぶことができます。戦争や平和に

ついての学習から「平和」「目標」について考えることもできます。また、理科の「気候」

の学習から「気候変動」について考えることもできます。このように、教科の学習から一

歩発展させることで、SDGs に繋ぐことができそうです。この他にも、給食の残量調査を

もとに「飢餓」「不平等」について考えるなど、生活の中での気づきから、発展できる内

容もたくさんあります。学習の進め方も、学校内に閉じずに保護者や地域の方と一緒

に行動計画を立てることも考えられます。 

SDGs では、「成果目標」が示されており、「考えた・挑戦した」という行動にとどまら

ず、「どんな成果があったか」という結果まで求めていることからも、なんとかしたいとい

う強い願いが感じられます。 

将来、子どもたちが生きる社会が、地球が、住みよいものであり続けられるように、

10年を一つのチャレンジ期間として、みんなで取り組んで行きたいと思います。 

 


